























































































 2 1913年 6月 1日の説教（『カール・バルト説教選集 2』拙訳，19頁）。
 3 1964年 3月に行われたテュービンゲン大学のシュティフトの学生との対話の中でバルトは『ロー
マ書』（第一版）に触れ，ゲーテをはじめ，カール・シュピテラー，ニーチェなどを頻繁に引用した
旨のことを述べているが，ゲーテ，シュピテラーはともかく，ニーチェの名前が出るのは一回のみ。
Karl Barth, Gespräche1964-1968（Gesamtausgabe〔以下 GA〕）, S. 111.
 4 Niklaus Peter, Karl Barth als Leser und Interpret Nietzsches, S. 257, in : Zeitschrift für Neuere Theo-
logiegeschichte, Bd., 1, 1994.


































































10 ミュンスター，ボン両大学神学部の記念帳に寄せたバルトの自伝的文章より（Karl Barth-Rudolf 
Bultmann Briefwechsel, 1922-1966 〔GA〕, S. 306-307）。













史の声」（Die Stimme der Geschichte）です。その中の四つ目の区分（4章 17b-25節）に
付された見出しは「歴史の効用について」（Vom Nutzen der Historie）です。この題はニー
チェの『反時代的考察』の第二編「生に対する歴史の利害」（Vom Nutzen und Nachtheil 















































































0 0 0 0 0 0 0
」（Humanität ohne den Mitmenschen）として理解し，それを自ら生きたと
いうのです。バルトは，『この人を見よ』の最初の段落に出る言葉，「私の言うことを聞け
0 0 0 0 0 0 0 0 0
！　
私はかくかくの人間なのだから
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。私をほかの人と取り違えることだけはしてくれるな
























































20 N. Peter, aaO, S. 263.
21 Vgl. Peter Köster, Nietzsche-Kritik und Nietzsche-Rezeption in der Theologie des 20. Jahrhunderts, 
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，われわれは堅くとって離してはならない















































0 0 0 0 0 0 0 0
」──それは，ナチズムの狂気を体験し，戦後の始まりに立ったバルト
の新たな決意でした。
　4.　最後にバルトは，ニーチェがその激しい否定と攻撃の中で指し示し，19世紀の神
学者たちがとらえそこなったキリスト教の形姿，つまり十字架のキリストを，絶対に堅く
とって離してはならないと語っています。おそらくそれは，バルト自身の神学的方向性を
示すものでもありました。1932年の『教会教義学』第一巻以来バルトは受肉論を強調し，
1956年には驚くべきことに「神の人間性」を語り出し，その前すでに 1953年には『和解論』
において「異郷に赴く神の子の道」を神の和解の業のはじまりとして明らかにします。こ
うしたバルト自身におけるキリスト論の深まり中で，「隣人のない人間性」の持つ問題性
はいっそう明らかにならざるをえなかったと言えるのではないでしょうか。
　（2011年 9月 15日）
（本稿は，2011年 7月 9日に本学で開催された「総合人文学科公開講座」で語ったもの　
に加筆訂正したものです。）
23 バルト『啓示・教会・神学』（『教会──活ける主の活ける教団』所収，井上良雄訳）40頁。
